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知床半島ヒグマ管理計画アクションプランに係る毎年度の評価検証手法 
 

 

本アクションプランによる各方策の実行結果については、管理計画に基づく目標の達成

状況を踏まえた評価検証を毎年度ごとに行い、翌年度のアクションプランの計画策定に反

映していくこととしている。 

評価検証の実施に当たっては、管理計画に基づく８つの目標の関係性と、各目標を達成す

るために位置づけた各方策の因果関係を示したリザルトチェーン（次ページ以降）を作成し、

活用することを検討している。 
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リザルトチェーン 

■知床半島ヒグマ管理計画の目的と目標の関係図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※「現状*」は、「第１期計画期間の年平均値」を指す。 

 

⑦漁業活動に関係する危険

事例の発生件数を現状*以

下に抑制する。 

利用者の安全と良質な

自然体験の場の確保 

ゾーニングと行動段階

区分による管理 

住民生活・産業の保障 個体群維持 

問題個体の発生抑止 

漁業被害の減少 農業被害の減少 市街地出没の抑制 

人間の問題行動に起因する危険事例の発生抑制 

人身事故防止 

①計画期間内における、斜里町、羅臼町及び標津町内でのメスヒグマの人為的な死亡総数の上限目安を 108 頭以下とする。 

②計画期間内における、ヒグマによる人身事故（利用者等）をゼロとする。 

③利用者の問題行動に起因

する危険事例の発生件数を

現状*以下に抑制する。 

④地域住民や事業者の問題行動に起因する危険事例の発生

件数を現状*以下に抑制する。 

⑤市街地（ゾーン４）への

出没件数を現状*以下に抑

制する。 

⑥斜里町における農業被害

面積を現状から５％削減す

る。 

人とヒグマとの適切な関係を理解・実践できる地域社会の実現 

⑧ヒグマによる人身事故を引き起こさないための知識、ヒグマに負の影響を与えずにふるまうための知識を地域住民や利用者に現状以上に浸透させる。 

問題個体 
■段階３ 

 

 

 

 

■段階２ 

 

 

 

 

 

■段階１＋ 

 

 

 

 

 

 

            

＋ 

 

 

人を攻撃 

人につきまとい、離れない 

食べ物をねだる 

 

建物を破壊 

建物に侵入 

農作物・家畜等を食害 

生ゴミ・廃棄物を摂食 

 

車両や建物に触れる 

追い払い後も戻ってくる 

人や車両の接近でも逃避せず 

車両や建物の至近を徘徊 

人の多い時間帯や場所に繰返

し出没 

追い払うも行動改善しない 
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■各目標と方策の関係図の例 

③ 利用者の問題行動に起因する危険事例の発生件数を現状*以下に抑制する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題個体の

発生 

人を恐れないヒグマの存在 

 

■段階１ 

人を避けない 

ただ、人為的食物は

食べていない 

19 問題行動（餌付け・接近・つきまとい等）に対する法令（自

然公園法第 37 条・道生物多様性保全条例等）に基づく指導 

 森と利用拠点との隣接 20 アクセスコントロールの実施（マイカー規制等） 

 
15 ヒグマに対するルール・マナー（適切 / 不適切 / 悪質な行

為の明示）及び利用者が行動を選択するうえで必要となる情

報の周知や普及啓発（ホームページ・SNS・パンフレット等

での普及、拠点施設内展示、マスコミ取材対応等） 

 

自然由来の誘引条件 

人由来の誘引条件 

人身事故 

 
※目標②に

も関係する 

問題個体の発生抑止 

誘引物管理 

普及

啓発 

人間側の問題

行動の改善 

普及

啓発 

普及啓発 

14 「知床国立公園知床半島中央部地区利用の心得」、「知床国立公園

知床半島先端部地区利用の心得」の記載内容の普及 

 

12 ビジターセンター等におけるレクチャー・情報提供・指導及び実施

体制の維持・整備 

 
13 民間自然ガイドによるレクチャー・引率ツアー等の実施及び実施に

必要な情報提供を行う体制の整備 

 

21 利用調整地区制度の運用継続（知床五湖） 

 
23 観光船・ホテル等を通じた利用者への普及啓発 

 

安全対策 

現状 ロードマップ 評価結果 目標 課題 

（以下の方策も同様） 

17 野外恒久看板による餌やり防止等の普及啓発強化 

 

10 登山者、野営指定地等へのフードロッカーの設置、維持管理 

 16 安全対策機材の利用推奨や貸出（クマスプレー・フードコンテナ等 

 
28 釣り人への指導の強化（釣果等をヒグマに奪われない管理方法 

 

32 不法投棄の監視及び取り締まりの強化 

 

30 クマ対策型ゴミ箱（野営場等）の設置促進 

 

11 公園利用者・登山者等のゴミや食料の管理に関する指導 

 

27 利用者の避難誘導 

 

26 遊歩道・野営場等の利用施設の閉鎖 

 

24 （臨時）仮設看板の設置等による注意喚起 

 

7 非致死的追い払い 

 
18 登山道・遊歩道におけるヒグマ出没情報等の提供 
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⑤ 市街地（ゾーン４）への出没件数を現状以下に抑制する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

侵入防止対策 

問題個体への対応 

市街地出没 

問題個体の発生抑止 

誘引物管理 

普及

啓発 

人を恐れないヒグマの存在 

 

■段階１ 

人を避けない 

ただ、人為的食物は

食べていない 

普及啓発 

３ 住宅地等への侵入防止用電気柵の設置・管理 

 

28 釣り人への指導の強化（釣果等をヒグマに奪われない管理方法） 

 

40 野生鳥獣保護管理人材（捕獲従事者等）の育成及びその支援 

 

29 地元猟友会との情報交換・共有・調整 

 

9 捕獲（生体捕獲・移動放獣） 

 

8 捕獲（捕殺： 有害駆除・狩猟） 

 
7 非致死的追い払い 

 

5 パトロールや通報対応等の現地への出動、痕跡調査

等を通じたヒグマ目撃・出没状況の把握と集計 

 

森と人の生活圏との近接 

４ 住宅地周辺の草刈り 

 
33 住宅周りの戸別の電気柵の普及・設置促進 

 

自然由来の誘引条件 ２ エゾシカ・漂着海棲哺乳類死体等の自然由来誘引物の除去 

 

１ 不法投棄ゴミ等の人為的な誘引物の除去 

 
30 クマ対策型ゴミステーションの設置促進 

 
32 不法投棄の監視及び取り締まりの強化 

 

人由来の誘引条件 

31 ゴミや食料（干し魚等）の管理に関する指導 

 

市街地出没 

繰り返し 

■段階１＋ 

36 地域住民との定期的な情報交換・普及啓発の実施 

 
37 町広報誌・定期チラシ等の発行による注意喚起 

 

現状 ロードマップ 評価結果 目標 課題 

（以下の方策も同様） 


